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特集　みんなで取り組む　信州ふっころプラン

失業等でお困りの方に
オーダーメイドの就労支援を

　　　「緊急就労支援事業」の実践から

　新型コロナウイルス感染症の影響で、失業や休業により生活に困っ
ている方が増えています。
　長野県社会福祉協議会では、長野県等と協力して6月1日から緊急
就労支援事業を開始しました。新型コロナウイルス感染症の影響によ
る失業者等が対象となり、生活就労支援センターまいさぽを中心に、
オーダーメイドの就労支援に取り組んでいます。

令和2年6月19日、倒産したホテル従業員を対象に、まいさ
ぽ、福祉人材センター等の相談員が、支援のための制度や求
職企業等について説明を行いました。

生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付

の
申
込
み
が
５
，０
０
０
件

を
越
え
て
い
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
、
生
計
維
持
や
日
常
生
活
が
困
難
な
世

帯
に
対
し
て
、
3
月
下
旬
か
ら
生
活
福
祉
資

金
の
特
例
貸
付
を
受
け
付
け
、
申
込
件
数
は

6
月
17
日
時
点
で
、
５
，
０
０
０
件
を
超
え

ま
し
た
。
収
入
の
減
少
や
失
業
、
解
雇
な
ど

に
よ
り
多
く
の
方
が
生
活
の
不
安
を
抱
え
て

い
ま
す
。

「
あ
ん
し
ん
未
来
創
造
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
提
案
か
ら
、

「
緊
急
就
労
支
援
事
業
」が

ス
タ
ー
ト

一
方
、
県
社
協
で
は
昨
年
度
よ
り
「
あ

ん
し
ん
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
社
会
的
要
因
に
よ
る

様
々
な
不
安
に
対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
組
織

や
専
門
職
、
住
民
な
ど
を
巻
き
込
み
な
が

ら
新
た
な
「
あ
ん
し
ん
」
の
創
造
を
目
指

す
取
り
組
み
で
す
。
分
野
や
立
場
を
超
え

て
つ
な
が
り
、
地
域
住
民
と
共
に
一
人
の

個
人
が
生
き
生
き
と
地
域
の
な
か
で
暮
ら

せ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
創
造
し
て
き
て
い

ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
、

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
休
業
や
失
業
が
広
が
る
な

か
、
貸
付
支
援
に
加
え
て
福
祉
や
農
業
な

ど
特
に
担
い
手
が
不
足
す
る
分
野
へ
の
就

労
支
援
を
行
う
「
緊
急
就
労
支
援
事
業
」

を
開
始
し
ま
し
た
。

「新型コロナ」
感染症対応

〔信州ふっころプラン 重点目標「あんしん未来創造センターの設立を目指して」〕

★生活改善支援事業

★乳幼児支援品提供事業

★入居保証事業

★身元保証事業

★支度金給付事業

★プチバイト事業

「暮らせる」あんしん

「住める」あんしん

「働ける」あんしん
「新たな」あんしん

（生活上の不安）
子育て・養育・通院
ひきこもり・居場所・
買い物移動
医療同意、入院・入所時保証
在宅介護・警護　など

（未来創造プロジェクト例）
身寄りのない方のエンディング
ひきこもり者の居場所づくり

信州あんしんセーフティネット 長野県あんしん創造ねっと

社会福祉法人
経営者協議会

県内
社会福祉協議会 長野県 教育機関企業・団体 共同募金会

新たなあんしんを創造する
長野県あんしん未来創造プロジェクト

学びの場
「あんしん未来創造塾」

「あんしん未来創造セミナー」

実践の場

研究の場
「あんしん未来創プロジェクトチーム」
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事
業
所
助
成
に
よ
り

「
ま
い
さ
ぽ
」の
協
力
事
業
所

を
開
拓

県
内
24
か
所
の
生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
い
さ
ぽ
で
は
、
長
野
県
社
会
福
祉
法
人

経
営
者
協
議
会
が
実
施
す
る「
プ
チ
バ
イ

ト
事
業
」に
て
、
協
力
事
業
所
の
開
拓（
約

２
４
０
か
所
登
録
）や
相
談
者
一
人
ひ
と
り

の
状
況
に
応
じ
た
就
労
支
援
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

緊
急
就
労
支
援
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で

培
っ
た
繋
が
り
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
新

た
な
受
け
入
れ
事
業
所
の
開
拓
や
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
の
就
労
支
援
に
よ
り
、
そ
の
方
に

あ
っ
た
仕
事
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

6
月
25
日
時
点
で
18
名
が
こ
の
事
業
を
活

用
し
て
就
労（
予
定
を
含
む
）し
て
い
ま
す
。

福
祉
人
材
確
保
に
期
待
も

福
祉
分
野
の
有
効
求
人
倍
率
は
、

「
２
．
７
３
」
と
分
野
平
均
よ
り
も
高

く
、
人
材
不
足
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
一
般
職
業
紹
介
状
況
〈
令
和
2 

年
4 

月

分
〉
厚
生
労
働
省
）

福
祉
分
野
は
、
ま
だ
ま
だ
利
用
者
が
増

え
続
け
る
成
長
分
野
で
あ
り
、
多
く
が
公

的
制
度
に
基
づ
き
運
営
さ
れ
、
一
般
的
に

収
入
も
安
定
し
て
い
ま
す
。

長
野
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

の
事
業
を
活
用
し
、
県
下
４
か
所
に
配
置

さ
れ
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
・
保
育
士

支
援
専
門
員
が
福
祉
分
野
で
の
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
の
相
談
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
事
業

費
と
し
て
、
官
民
の
関
係
団
体
の
負
担

金
、
補
助
金
な
ど
６
，
５
０
０
万
円
を
見

込
み
、
年
度
末
ま
で
に
３
０
０
人
の
支
援

を
目
標
に
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

緊急就労支援事業

雇用事例①
個人事業主として製造
業を経営していたが、
海外の取引先からキャ
ンセルが相次ぎ廃業と
なった。
本事業を活用して清掃
業の企業に就労が決
まった。

雇用事例②
調理員として勤務してい
た旅館が休業となり離
職。調理の仕事を希望し
たが高齢でもあり、すぐ
には決まらなかった。
本事業の相談会で福祉
施設の調理の仕事を紹
介され就労
が決まった。

雇用事例③
派遣終了により、５月末
に仕事を失い、住み込み
だったため住居も失った。
まいさぽの支援で、本事
業を活用して警備会社で
の仕事が決まり、寮にも
入居できるようになった。

雇用事例④
勤務先の業績不振で給
料の減額を提示され、
生活できないために退
職を余儀なくされた。
福祉人材センターの支
援で、本事業を利用して
福祉施設の介護員とし
て就労。

雇用事例⑤
飲食店に勤務していた
が、休業で勤務が入らな
くなり困窮し離職した。
本事業を活用して農園
への勤務を開始し、将来
的には営農に向けてチャ
レンジしていきたい。

支援対象者 ：新型コロナウイルス感染症の影響による失業者等
（まいさぽや福祉人材センターが就労を支援する方）

雇 用 期 間 ：２か月以上（雇用形態は問わない）
そ の 他：雇用事業所の開拓とマッチングをまいさぽ及び福祉

人材センターが行います
実 施 団 体 ：長野県社会福祉協議会

（長野県あんしん未来創造プロジェクト）
事業所助成 ：雇用開始日から２か月間の賃金の2/3を助成（上限192,000）
主な協力団体
長野県、市町村、市町村社会福祉協議会、長野県社会福祉法人経営者協議会、長
野県ＮＰＯセンター、長野県生活協同組合連合会、日本労働組合総連合会長野県
連合会、長野県共同募金会、日本青年会議所北陸信越地区長野ブロック協議会、
長野県長寿社会開発センター、長野県農業協同組合中央会、長野県みらい基金

まいさぽとは
生活困窮者自立支援法
に基づき、県及び各市
が設置している自立相
談支援機関です。生活
や就労など様々なご相
談をお受けし、課題を整
理し、継続的な支援を行
います。

県内24カ所

長野県福祉人材
センターとは

福祉分野の無料職業紹
介事業を中心に、福祉の
仕事のＰＲ活動や見学会
等を実施しています。
県内４カ所に配置された
相談員がきめ細かな就
職相談に応じています。

県内4カ所

６月23日から15か国語で支援食糧の受付を開始
しています。要望には、社事協フードバンク（社会
福祉法人、社会福祉協議会、ＮＰＯが協力して運
営）が宅配便による個別配送で対応しています。

食
糧
支
援

多
言
語
で
受
付
開
始

相
談
を
受
け
る
長
野
県
多
文
化
共
生

セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
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りんご通信
令和元年東日本台風災害 復興の取り組み

日本笑顔プロジェクト（小布施町）
　現在は、重機を扱った農地復旧や公費解体を行う
家屋の搬出経路確保のために、庭木の伐根や伐採を
行っています。農地復旧はほとんど終わってきていま
すが、園主が年配の方から若手に代替わりするタイミ
ングで、栽培方法を変えたり苗木から作り直したいという要望もあり、木の伐採や伐根を行っています。
　また、今後起こりうる災害に対して重機のテクニックの習得が重要になってくるので、トレーニングを
行う施設の運営もしています。さらに、今後、より過酷な現場でも対応できるように、応用の講習会も７
月に受ける予定です。
　新型コロナウイルスの影響の中、屋外での活動ではあるので３密になることはないですが、現場で

の活動継続も難しくなってきました。そのころから、有事に備えた情報発
信も大切ではないかと思い、YouTubeチャンネルを開設しました。「平時
を楽しみながら有事に備える」をコンセプトに、幅広い年代、特に若い方
たちにも楽しんでもらいたいので、メンバーで体を張った動画を配信して
います。復旧復興には多くの力と時間が必要なので、私たちは「笑顔」を
絶やさず活動を無理なく継続して、一人でも多くの方の「笑顔」を取り戻
し、地域に「笑顔」を広げられたらいいなと思います。

長野市豊野地区の解体予定の家屋で木の伐根作業

日本笑顔プロジェクト代表の
林 映寿さん

日本笑顔プロジェクトの
YouTubeチャンネルはこちら

https://www.youtube.com/channel/
UCgMfs4ms74WYG2mQlwkunUQ

　

地
域
福
祉
と
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

い
て
人
び
と
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

地
域
住
民
や
公
私
の
福
祉
関
係
者
が
協
力
し

て
、地
域
の
福
祉
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む

考
え
方
で
す
。

　

信
州
ふ
っ
こ
ろ
プ
ラ
ン（
長
野
県
地
域
福

祉
活
動
計
画
）は
、長
野
県
が
社
会
福
祉
法

に
基
づ
い
て
策
定
し
た
長
野
県
地
域
福
祉
支

援
計
画（
２
０
１
９-

２
０
２
２
年
度
）を
ふ

ま
え
、民
間
福
祉
関
係
者
が
県
域
で
地
域
福

祉
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、協
働
で
取
り
組

む
事
項
を
掲
げ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
す
。

　
ふ
っ
こ
ろ
プ
ラ
ン
は
、県
域
で
活
動
す
る
福

祉・医
療・保
健
の
関
係
団
体
の
ほ
か
、企
業
、

労
働
組
合
、教
育
等
の
関
係
者
が
参
画
し
て

策
定
し
た
も
の
で
す
。

　

現
在
、長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ふ
っ
こ
ろ
プ
ラ
ン
に
関
す
る
意

見
募
集
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、あ
な
た
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

行政計画 民間計画

市
町
村
域

県
　域

市町村
地域福祉
計画

【社会福祉法】

長野県
地域福祉
活動計画

【関係者の合意】

長野県
地域福祉
支援計画

【社会福祉法】

地
域
福
祉
の
推
進

市町村
地域福祉
活動計画

【関係者の合意】

県
民
の
皆
様
か
ら
意
見
募
集
を

行
な
っ
て
い
ま
す

信
州
ふ
っ
こ
ろ

プ
ラ
ン

ｖｏ
ｌ
．❶  

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

長
野
県
地
域

福
祉
活
動
計
画

進
め
！

様々な分野で学ぶ学生の皆さんや地
域の方々から、福祉・介護分野の課題や
困りごと解決する技術やアイディアを
募集します！

福祉や地域づくりの実践者
（3〜6名）が、それぞれ取り
組む課題についてプレゼン
します。

訪問講座「共生・福祉の課題探求
コース」もご利用ください。

詳しくはWEBで

信州ふっころプラン重点目標
福祉・介護の魅力発信と
イノベーションの推進

詳
し
く
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
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県社協情報局

地域福祉、ボランティア等について 県社協一丸となって地域共生社会の
実現に取り組みます。

くらしに関わる総合相談について 福祉のお仕事や生涯研修について

介護支援専門員研修・試験、公表について 生活や就労などでお困りの方

社会福祉法人の運営や公益事業について

令和2年度県社協相談窓口＆スタッフをご紹介します
お気軽に県社協へご連絡ください！

事務局長 原佳正、会長 藤原忠彦、常務理事 青柳郁生

相談事業部
☎︎026-226-2035・2036

福祉人材センター
☎026-226-7330／（保育士人材バンク）026-217-7787

ケアマネ研修情報センター
☎︎026-226-2000

生活就労支援センター（まいさぽ）
☎︎026-226-2035（本部）

総務企画部
☎︎026-228-4244／（共済事業）026-226-4126／(運適)026-226-2210

まちづくりボランティアセンター
☎︎026-226-1882／（民児連）026-225-1613

飯山

上伊那

信州長野

大町

信州諏訪

東筑

佐久

飯田

木曽
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令和元年東日本台風による松代の水害「伝えよう水害のこわさ」と題した手
作りの紙芝居は最終仕上げに入り、6月27日のお披露目会へむけ準備が進んでいます。紙芝居づくり
には、松代復興応援実行委員会(以下、実行委員会)の声掛けにより、同地区在住の赤沢節子さんが
協力しています。絵の具やパステルを使い一枚一枚丁寧に描き、30枚ほどの絵と物語がつけられて
います。

被災地松代での取り組みを伝える
実行委員会は、東日本台風の被災者支援

活動や地域づくりを行う住民有志の団体と
して、松代地区住民自治協議会と共に活動
しています。災害関連情報をまとめた「あっ
たか通信」の発行やまちの保健室（サロン）
を開き、被災者の困りごとや気持ちに耳を
傾けています。今回の被災地の教訓を活か
そうと「伝えるプロジェクト」として、経験談
や写真などを記録整理しています。

実行委員会メンバーの西澤淑恵さんは、
「住民の揺れ動く気持ちや災害に対しての
不安はまだあります。今後のまちづくりや防
災などへ関心を寄せる取り組みは大切な事
だと感じています」と話してくれました。そこで、これまで地域の暮らしを題材にした紙芝居を制作し、
読み聞かせを行っていた赤沢さんと共に紙芝居の制作を始めました。

紙芝居の持つ伝える力を信じて
紙芝居で描かれている話は、赤沢さんが松代地区住民や消防団の方々に直接話を伺い、水害の現

場へ足を運びながらまとめています。赤沢さんは、「紙芝居は、年齢を問わず絵や語りに引き込まれて
いきます。発災時の話は、実際の話をもとにし
ていますが、その中でも身近な事として何か
を感じたり考える機会になると思います。しか
し、つらい経験ばかりではなく、少し笑顔にな
る話なども盛り込んでいます」と、紙芝居の持
つ力を話してくれました。紙芝居の絵や語り
は、写真よりも見ている人たちの想像や思い
を掻き立て、参加者同士が話をしやすい雰囲
気を作り出せることにもつながるそうです。

紙芝居のお披露目会を皮切りに、今後は地
区の児童館やデイサービスや地域のお茶会
などで紙芝居と防災について考えるワーク

ショップを行う予定になっています。自分たちの地域の暮らしや災害について一緒に考え、語る機会
を丁寧に行っていく取り組みにより、地域の支え合いの力がさらに広がることでしょう。

長野市松代地区　松代復興応援実行委員会

紙芝居がつなぐ、
地域の知恵とくらしの記録

紙芝居用のていねいな取材資料

読み聞かせを行う作者の赤沢さん
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長野県
社会福祉協議会

長野県福祉研修
実施団体

きゃりあねっと

福祉・
介護べんり帖

信州福祉・
介護のひろば

webでもご覧になれます

『ママ』　

作者：徳増 さやか（とくます さやか） 43歳　
上田市在住

徳増さんはすごい勢いでペンを走らす。ぐるぐると、シャカシャカと目にもとまらぬ勢いでペンを走ら
せる。２０数年前に彼女に出合ったころから、ずっと彼女の描く絵はせわしなくペンを走らせ、ぐるぐる
線を描いているうちに、そこに浮かび上がってくるのはお母さんの絵だ。徳増さんにとって、お母さんは
かけがえのない存在だ。
この『ママ』は、『心配しなくていいよ。いつも見ているからね。そばにいるからね』とまるで観音様の

ように見えてくる。どっしりとした安心感を与えてくれる。母は偉大なのだ。ちなみにこれは布に油性ペ
ンで書いたもの。

（ながのアートミーティング 関 孝之　取材）

福祉の現場で活躍する
ヒーローたちをご紹介します。

webでも
ご覧になれます

定期的にミーティングを行い利用者さん
の情報共有をしています。

介護保険サービスについて相談者にわ
かりやすく丁寧に説明します。

毎日の訪問状況の報告も欠かさず行っ
ています。

令和元年東日本台風災害時、ふくし
チーム員として活躍した髙島さん（右）。

Ｑ　

今
回
の
研
修
を
受
け
て
、平
時
や
普
段
の
業
務

で
活
か
せ
る
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

担
当
し
て
い
る
利
用
者
さ
ん
の
中
に
は
、避
難
所

に
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
も
い
ま
す
。今
回
の

研
修
で
、日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
対
す
る
準
備
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。利
用
者
さ

ん
が
生
活
し
て
い
る
地
域
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
避
難

所
な
ど
を
調
べ
て
、利
用
者
さ
ん
個
々
に
合
わ
せ
た

支
援
方
法
を
検
討
で
き
る
と
思
い
ま
す
。利
用
者

さ
ん
の
防
災
意
識
は
温
度
差
が
大
き
い
で
す
。災
害

に
備
え
る
大
切
さ
を
啓
発
し
て
い
く
こ
と
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

今
後
ふ
く
し
チ
ー
ム
員
と
し
て
ど
ん
な
活
動
を
し

て
い
き
た
い
で
す
か
？

Ａ　
一
人
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
ま
す
が
、チ
ー
ム
で

活
動
す
る
こ
と
で
支
援
の
幅
が
広
が
る
と
思
い
ま

す
。ま
た
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
専
門
性
を
も
っ

て
繋
ぐ
支
援
や
、認
知
症
の
方
へ
の
対
応
も
で
き
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
事
業
所
み
ん
な
で
ふ
く

し
チ
ー
ム
員
と
し
て
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

長
野
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
員
養
成
研
修
へ
5

名
参
加
し
た
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
コ
ス
モ
ス
の

皆
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

Ｑ　

普
段
の
お
仕
事
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

在
宅
で
過
ご
さ
れ
る
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
の「
こ

ん
な
生
活
が
し
た
い
な
」と
い
う
生
活
の
実
現
に
向

け
て
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
や
地
域
の
資
源
の
調
整
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

今
回
、事
業
所
か
ら
多
く
の
方
が
チ
ー
ム
員
養
成

研
修
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

昨
年
、長
野
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
か
ら
研

修
を
受
け
て
ほ
し
い
と
依
頼
が
あ
り
、2
名
が
受
講

し
登
録
し
ま
し
た
。登
録
し
て
す
ぐ
に
東
日
本
台

風
災
害
が
発
生
し
、登
録
者
2
名
が
避
難
所
支
援

に
参
加
。ま
た
、避
難
所
支
援
が
落
ち
着
い
た
こ
ろ
、

事
業
所
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
被
災
者

相
談
活
動
に
も
交
代
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
災
害
支
援
を
経
験
し
、事
業
所
み
ん
な

で
チ
ー
ム
員
に
な
る
こ
と
で
情
報
が
共
有
で
き
、誰

か
が
派
遣
さ
れ
て
も
残
っ
た
ス
タ
ッ
フ
で
日
常
業
務

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
な
が
ら
支
援
が
継
続
で
き
る

よ
う
、研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

ウェブサイト“ひとりひとりが社会福祉HERO‘S”から引用しています。
http://www.shafuku-heros.com/

居宅介護支援事業所コスモス（長野市小島田）のみなさん
【後列左から】中野美香、千原かおり、野中澄子、新田宮可
【前列左から】前澤規雄、髙島隼人、伊藤範彦、宮澤麻美子
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